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病状・手術・検査などの説明やご相談は、診療時間内（8：15～16：30）に終了できるよう
ご理解・ご協力をお願いいたします。

　厚生労働省が掲げている「医師の働き方改革」の目的は、健康維持と勤務環境の改善です。医師をはじめとする病
院職員の過重労働が社会問題となり、労働環境の改善が求められています。
　これまで病状や手術・検査などに関連する説明は、患者さんやご家族の希望をお聞きし、勤務時間外であっても可

能な限り対応させていただいておりました。そのため説
明時間が夜間や休診日になることも多く、医師の慢性的
な超過勤務の一因となっていましたので、ご理解とご協
力をお願いいたします。
　もちろん、緊急事態の場合はこの限りではありません。
　これからも、みなさまに「患者さんの立場に立った『温
かい医療』を提供する『温かい病院』」と感じていただけ
るようスタッフ一同励んでまいりますので、患者さん・
ご家族のみなさまのご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。

「厚生労働省の医師の働き方改革」について

2024年 3月
院長　渡辺泰徳

　マイナンバーカードによる健康保険証確認を開始しております。
　次のような利点がありますので、ぜひマイナンバーカードをご持参くだ
さい。なお、事前に健康保険証と紐づけしていただくと、スムーズに読み
取り（健康保険証確認）ができます。

１.利点
・健康保険証として利用できます。
・本人確認は顔認証が可能です。
・８インチ大画面で覗き見防止対応しています。
・本人同意で、薬剤情報などを医療機関と共有できます。
・本人同意で、限度額適用認定証の提出が不要です。

２.ご協力のお願い
・薬剤情報などの共有のため、受付都度、マイナンバーカードを読み取り
ください。
・健康保険証と一部の受給者証以外は、読み取りできないため、証書※をお
持ちください。※公費負担医療受給者証、特定疾病療養受給者証など
・事前にマイナンバーカードと健康保険証の紐づけをお願いします。

マイナンバーカードによる保険証確認のお知らせ

働き方改革の取組みについてのお願い

マイナンバーカードの
健康保険証利用について
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　PET/CT検査はがんの早期診断、転移や再発の診断に
有用な画像検査です。
　がん細胞は正常の細胞よりブドウ糖を多く取り込む性
質があります。PET/CT検査はそれを利用した検査で
す。ブドウ糖に微量の放射性物質をくっつけた薬剤を腕
から注射し、がん細胞に取り込ませ、そこから放出され
る微量な放射線を体外からPET/CT装置で読み取りま
す。読み取ったデータを画像化することでがん細胞の位
置や大きさ、進行の度合いを調べることが可能です。一
度で全身の検査ができることもメリットです。

　患者さん・受診者さんは薬剤の注射後約１時間専用の
待機室で安静にしていただき、その後PET/CT装置の中
で約20分間横になっていただくだけで、比較的苦痛の
少ない検査です。
　2021年11月より最新のPET/CT装置を導入し診断精
度が大幅に向上しました。
　健診センターにてPET検診としても検査が受けられま
すので是非ご活用ください。

放射線技術科　佐藤　竜太

　口腔内の病気には必ず原因と、その結果生じた機能障害があり
ます。患者さんはこの機能障害を治してほしくて来院しますが、

機能障害の改善のみにとらわれて原因を取り除かなければ本当の意味での改善にはなりませ
ん。かんべ歯科医院は予防治療に力を入れて病気を根本から治療することをめざしています。
特に歯周病は全身の疾患と密接に関連していますので歯周病予防は全ての人に必須です。

医療ネットワーク No.72

＜所 在 地＞
＜電話番号＞
＜診療科目＞

＜診療時間＞

318-0003　高萩市下手綱1485-5
0293-24-4322
歯周病治療・予防歯科・小児歯科・矯正歯科・ 
インプラント・入れ歯・義歯治療

月曜・日曜・祝祭日＜休 診 日＞

【かんべ歯科医院】

院　長
神部　直博 先生

PETでわかる「がん検査」誰でもわかる　がん講座 121

月
9：00～12：00 ー

火
○

水 木
○ ○
金 土

○ ○
14：00～18：00 ー ○ ○ ○○ ○

各 科 紹 介 皮膚科
・主とする対応疾患
　アトピー性皮膚炎や慢性湿疹、蕁麻疹などを含む皮膚
炎、手術が必要な良性および悪性皮膚腫瘍、蜂窩織炎や
帯状疱疹などの感染症、乾癬、熱傷、脱毛症、水疱症など。

・科の特徴
　2014年4月より完全紹介予約制に移行し、原則とし
て初診患者さんは地域の病院、クリニックからの紹介状
を持参していただき診察いたします。診察は手術日の金
曜午前を除いて平日毎日行っています。どこの皮膚科も
そうですが季節による変動が大きく、肌を露出し外での
活動が多くなる夏は混み合います。いわき市を含む県北
地区で、複数人の常勤皮膚科医が勤務し入院治療までで
きる皮膚科は当院のみであり、重症感染症や皮膚がんで
手術が必要な患者さんの紹介も多く、皮膚科医のみな
らず他科の協力も得ながら診療にあたっています。ま
た熱傷や皮膚潰瘍での外来処置が毎日あり、自宅での
処置の指導を含めて看護師の協力が欠かせません。小
腫瘤の切除や皮膚生検はほぼ毎日外来で行われ、年間

約500例の病理検体の提出があります。大きな腫瘍の
切除や、悪性腫瘍などで植皮や皮弁が必要な手術は入
院のうえ中央手術室で行っています。またナローバン
ドUVBの全身紫外線照射装置を有しており、乾癬など
への照射も行っています。乾癬や掌蹠膿疱症、化膿性
汗腺炎への生物学的製剤の導入、難治性のアトピー性
皮膚炎へのデュピリマブやJAK阻害薬の導入、難治性じ
んま疹へのオマリズマブ導入も行っております。

・医師紹介

サンユーストアー

高萩市役所

高萩高校

ベイシア

高
萩
駅

かんべ歯科医院

６
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　「かかりつけ医」とは、病気になったときや健康に不安があるときに、すぐに相談できる一番身近なお医
者さんのことです。患者さんの病気の治療はもちろん、必要な場合は紹介状とともに患者さんを専門医がい
る適切な医療機関につなげてくれる架け橋でもある存在であり、地域のクリニックや診療所、一般病院を言
います。初診、再診時ともに選定療養費という自己負担金なく受診ができます。
　当院は、地域医療支援病院として、このような地域の医療機関からの紹介患者さんへの医療提供や医療機
器などの共同利用を通して、地域のみなさんの健康を支援しています。かかりつけ医をまだお持ちでない方
は、体調がすぐれない時や予防接種などの受診の際に、ぜひご検討ください。（地域医療連携室）

医療サポートセンターからのお知らせ

赴 任 ・ 離 任 医 師 の 紹 介 ※本務のみ掲載しております

4/1 消化器内科
鈴木　　聡 4/1 消化器内科

中里遼太郎 4/1 呼吸器内科
岡田　悠太 4/1 呼吸器内科

花澤　　碧

4/1 血液・腫瘍内科
海江田拓実 4/1 血液・腫瘍内科　

吉澤　有紀 4/1 代謝内分泌内科　
後藤　颯太 4/1 代謝内分泌内科　

佐藤　大輔

4/1 循環器内科　
見城　通友 4/1 循環器内科　

茂木　奈穂 4/1 循環器内科　
谷田部博貴 4/1 腎臓内科　

中澤　和人

4/1 神経内科　
金澤　智美 4/1 呼吸器外科

皆木　健治 4/1 乳腺甲状腺外科
大谷　　光 4/1 泌尿器科

千原尉智蕗

4/1 泌尿器科
松田　琴絵 4/1 泌尿器科

渡邊　真広 4/1 整形外科
木原　　走 4/1 整形外科

杉原　　年

4/1 脳神経外科
山崎　友郷 4/1 小児科

出澤　洋人 4/1 小児科
高橋　健一 4/1 小児科

西田　美咲

4/1 産婦人科
所　　理彩 4/1 放射線診療科

石川　太一 4/1 放射線診療科
根本英比古 4/1 麻酔科

白石　託也

4/1 麻酔科
玉川　大和 4/1 麻酔科

村田　駿介 4/1 病理診断科
杉田　翔平 4/1 救急集中治療科

新井　達也

4/1 救急集中治療科
遠藤　理子 4/1 救急集中治療科

髙野　　隼 4/1 臨床研修医
瀧川　　薫 4/1 臨床研修医

石塚　竣也

4/1 臨床研修医
岩下　悠輔 4/1 臨床研修医

小川　直輝 4/1 臨床研修医
小林　佳輔 4/1 臨床研修医

清水　佑起

4/1 臨床研修医
高橋　宏往 4/1 臨床研修医

手嶋優里奈 4/1 臨床研修医
芳賀遼太郎 4/1 臨床研修医

林　　賢吾

4/1 臨床研修医
福田　康孝

赴任

3/31 消化器内科
青木　耀平

消化器内科
曾　　睿夫

消化器内科
松田　　悠

呼吸器内科
清水　　圭

3/31 血液・腫瘍内科
黒田　章博

血液・腫瘍内科
清水美咲代

血液・腫瘍内科
坪井　宥璃

循環器内科
沖殿祐太朗

3/31 循環器内科
成田　真実

腎臓内科
木村伊穂利

呼吸器外科
鈴木　健浩

乳腺甲状腺外科
高野絵美梨

3/31 泌尿器科
石塚竜太郎

泌尿器科
近藤　　聡

泌尿器科
古川　健太

整形外科
大西　功馬

3/31 整形外科
熊川　義人

整形外科
田中　康照

脳神経外科
中村　和弘

小児科
白石　結香

3/31 小児科
寺門　　翼

産婦人科
島　みなみ

産婦人科
角田　　肇

放射線診療科
阿部　哲也

3/31 麻酔科
小平　哲也

麻酔科
小林　隆大

麻酔科
町田　大二

救急集中治療科
池知　大輔

3/31 救急集中治療科
脇本　優司

臨床研修医
小西　　初

臨床研修医
髙橋ひかる

臨床研修医
竹内　慧至

3/31 臨床研修医
長廻　優輝

臨床研修医
野村　琢登

臨床研修医
藤森　里桜

臨床研修医
藤原　大悟

3/31 臨床研修医
山本　政寿

臨床研修医
渡邉　博文

臨床研修医
紺野　雄大

臨床研修医
塚田　　聡

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

3/31

離任
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　患者図書室の利用時間が変更となりました。
　利用時間：月～金曜日 9：00～14：30（休診日はのぞく)
　場所：本館棟２階（採血待合室付近）
　今後の情勢の変化などにより、利用時間や利用方法など
を変更する場合がありますのでご了承ください。
　病気に関する本や資料、絵本や生活雑誌、インターネッ
トも利用可能です。千草押し花会の皆様のご協力を得て
「押し花絵展」開催中です。

患者図書室からのお知らせ

花材：トウカイザクラ、ニワザクラ、ソメイヨシノ、ユウギリソウ、ライ
スフラワー、シリの根、コアジサイ、シノブシダ

説明：霞たなびく春の吉野の山々、まだ見ぬ憧れの風景です。遠くの桜は
ライスフラワー、山のふもとは小アジサイで表現。

　　　スッと立ち並んでいる木はシノブシダです。黒々と見える木はシソ
の根。細い根がたくさんついているのでピッタリの花材です。靄
（もや）はポリエステル綿で表現しました。使用しすぎずそれで靄の
感じが出るように使う量に気を遣います。 吉野の春

５　月 ６　月2024年４月

休診日は、上記の網かけ日となっております。

休 診 日 の ご 案 内

肺がんは、がん死亡の男性で第１位、女性でも
第２位を占めています。年間７万人を超える方が亡く
なる病気であり、今も急激に増加し続けています。　

　検査は簡便で、寝台の上にあおむけに寝ていただ
き、息を吸って15秒程度呼吸を止めている間に肺の
全体を細かく撮影します。また、CT検診での被曝線
量は、従来のCT検査に比べて約1/10程度に抑えられ
ています。人間ドックと同日に検査可能で、当日受付
もできます。ぜひご利用ください。

　日立総合病院のホームページ上で人間
ドックの予約状況を確認できますのでご
活用ください。

腫瘍が小さく転移がない早期の状態で発見され
れば、治療法の選択肢も広がります。

胸部X線（レントゲン）撮影では、小さながんや
心臓・骨などと重なった場所は発見が難しいことが
多くあります。CT検診は身体の断面を見ることが
出来るため、病変の検出に優れ、より小さい（早
期の）がんを見つけることが可能です。

日立総合健診センターからのお知らせ

（お問い合わせ先）日立総合健診センター（フリーダイヤル  0120－87－2580）詳細はお問い合わせください

肺がんCT検診のススメ
○肺がんは、がん死亡原因の第１位

○早期発見・早期治療が重要

○早期発見には肺がんCT検診が有効

 (ご希望により内臓脂肪検診が無料になります)
＊ご加入の健康保険により補助があります。
　詳しくは申し込み時に問い合わせください。 

料金（税込）　11,000円


